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現在， や の普及によるアクセス網の高速化を受け， 網を使い動画等の

大容量コンテンツをストリーミング配送するサービスが始まろうとしている．ところが，既

存の 網はベストエフォート型ネットワークであり，各ユーザの利用可能帯域が保証され

ない．この特性のため，動画の受信中に利用可能帯域が再生に要求されるビットレートを下

回った場合，コマ落ちや映像の停止を起こしてしまう．この問題は，帯域の変動に合わせて

送信データのビットレートを制御することで解決できるが， 等既存の符号化法は，

符号 復号処理が複雑なため，適時ビットレートを網負荷に適応して柔軟に変化させること

が困難である．

この問題を解決するには，処理負荷が軽く，再符号化が容易に行える符号化方式が求めら

れる．そこで本論文では，ネットワークの帯域変動に対して適応可能な動画符号化方式を提

案することを目的とし，処理負荷の軽い画素補間ベースの符号化方式の検討を行った．

まず第一に，線形補間を用いた画像符号化法における，新たな画素の選択アルゴリズムの

実装と，その画質評価を行った．実験の結果，この方式は， ，テキストデータに対して

は有効であるが，自然画像に対しては横方向ノイズが目立つことが示された．

第二に，自然画像に対して有効かつ簡単な手法として， を応用した符号化

方式の実装と画質評価を行った．実験の結果，この方式は自然画像に対しては有効であるが，

，テキストデータには向かないということが示された．
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